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解で生成するエトキシカルボニルニトレンの C-H結合への挿入の機構を考察し， O-N イリド機構
を提唱している。また，これらニトレン反応では， α 位の C-H 結合に優先的に挿入されることを明
らかにしている。
第 2 章では，アルコール中におけるアジドギ酸エチルの光および熱分解において，生成するニトレ







第 4 章では， S , Sージメチル-N-(エトキシカルボニル)スルフィミドの光分解においては，ニト
つ臼? ?qδ 
レンが生成し，エーテルの α 位C-H結合およびアルコールの O-H結合に挿入され，炭化水素C­
H 結合に立体特異的に挿入されることを明らかにしている。



















(3) アジドの代りに S-N イリドを用いても一重項ニトレンが生成し，炭化水素C-H結合に立体特
異的に挿入されることを明らかにしている。
(4) ハロアミドの銅触媒分解においては 従来考えられてきたニトレン中間体の生成は認められず，
銅ーラジカル錯体を経て進行する機構を新しく提唱している。さらに，このハロアミドの反応を利
用すると，アジドの場合よりも，環状エーテルの α 位への官能基の導入，炭化水素の各級C-H結
合に対する配向選択性にまさることを明らかにしている。
以上のように，本論文は，一般にニトレン生成源と考えられてきたアジドのなかには，反応条件を
異にして詳細に検討してみると，ニトレン中間体を経由せずに，他のニトレン類似中間体を経て反応
が進行する場合があり，また，アジド以外の前駆体を用いて分解を行うと，ニトレンだけでなく，ニ
トレン類似中間体を生成し これらのニトレン類似中間体は いずれもニトレンより反応性にまさる
ことを明らかにしたものである。このように，本研究で得られた知見は，有機反応機構のみならず，
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合成化学の分野にも寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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